
 

情報科学研究科アドミッション・ポリシー 

 

情報科学技術は、シャノンの情報理論に始まり、その後ハードウェア、ソフトウェア、コンテ

ンツへとその対象領域を拡大させ、さらにそれらを体系化することで抽象的で再利用可能な知識

となり、独自の学問体系が構築されてきました。さらに、データから価値を見出し、知識を生み、

そして知能へと進化を続けています。情報科学研究科では、情報科学の根幹はもちろん、生命科

学・数学・数理科学などの情報科学の基盤となる分野や技術開発において優れた研究実績を生み

だしています。これらを本研究科のもつシーズとしてさらに強化し、関連分野の発展を支え、研

究成果を社会に還元することで、「地域に生き世界に伸びる」国際研究開発拠点を目指します。 

このような理念に従い、本研究科は大阪大学のアドミッション・ポリシーのもとに、以下のよ

うにアドミッション・ポリシーを定めます。 

 

＜博士前期課程＞ 

【求める人材像】 

国内外を問わず、高度な情報社会の実現を可能にする情報科学技術の確立と深化を担う意欲

を持った学生を求めます。このため、理工系の学部で情報科学技術を学んできた人、情報科学

技術の生物学や医学などへの応用や展開に興味を持つ人を求めます。さらに、幅広い人材を求

めていることから、生命科学・数学・数理科学などの勉学や研究に取り組む意欲がある人、す

べての学術領域と関わり合うことから、情報科学技術以外の分野を学んできた人も求めます。

国内に限定することなく、海外からも秀でた学生を求めます。 

【入学者選抜の基本方針】 

  上記のような人材を受入れ、また多様な学生を確保するため、本研究科は一般選抜、社会人

特別選抜、推薦入学特別選抜、学部 3 年次学生を対象とする特別選抜、外国人留学生対象特別

選抜、インフォメーションテクノロジー英語特別コース入学者選抜（４月入学及び１０月入学）

を行います。 

【具体的選抜方法と、資質・能力との関係】 

  一般選抜では、理工系の学部で情報科学技術を学んできた人、情報科学技術の生物学や医学

などへの応用や展開に興味を持つ人等を筆記試験及び口頭試問等によって選抜します。 

社会人特別選抜では、社会人で数学の勉学や研究に取り組む意欲がある人を口頭試問等によ

って選抜します。 

推薦入学特別選抜では、情報科学技術以外の分野を学んできた人を口頭試問等によって選抜

します。 

学部３年次学生を対象とする特別選抜では、学部３年次学生を対象に筆記試験及び口頭試問

等によって選抜します。 

外国人留学生対象特別選抜やインフォメーションテクノロジー英語特別コース入学者選抜

（４月入学及び１０月入学）では、海外から秀でた人を筆記試験や口頭試問等によって選抜し

ます。 

 

＜博士後期課程＞ 



【求める人材像】 

国内外を問わず、より高度な情報社会の実現のため、情報科学技術の確立と深化の上に情報

科学の学術領域にイノベーションを創起する意欲を持った学生を求めます。理工系などの研究

科(博士前期課程・修士課程)で情報科学技術を学んできた人、情報科学技術の生物学や医学な

どへの応用や展開に興味を持つ人、情報科学の学術領域への貢献を強く願っている人、さらに

幅広い人材を求めるために、生命科学・数学・数理科学などの情報科学以外の研究科等に在籍

する人も受け入れます。国内に限定することなく、海外からも秀でた学生を求めます。 

【入学者選抜の基本方針】 

  上記のような人材を受入れ、また多様な学生を確保するため、本研究科は一般選抜（４月入

学及び１０月入学）、外国人留学生対象特別選抜（４月入学及び１０月入学）、インフォメーシ

ョンテクノロジー英語特別コース入学者選抜（４月入学及び１０月入学）を行います。 

【具体的選抜方法と、資質・能力との関係】 

  一般選抜（４月入学及び１０月入学）では、理工系などの研究科(博士前期課程・修士課程)

で情報科学技術を学んできた人、情報科学技術の生物学や医学などへの応用や展開に興味を持

つ人、情報科学の学術領域への貢献を強く願っている人、情報科学以外の研究科等に在籍する

人等を口頭試問と必要に応じた筆記試験等によって選抜します。 

外国人留学生対象特別選抜（４月入学及び１０月入学）やインフォメーションテクノロジー

英語特別コース入学者選抜（４月入学及び１０月入学）では、海外から秀でた人を口頭試問と

必要に応じた筆記試験等によって選抜します。 

 

 




